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川 崎 市 立 田 島 小 学 校 
〒 ２１０－０８３７ 川崎市川崎区渡田１－２０－１ 

ＴＥＬ ０４４（３３３）８４３６ 

ＦＡＸ ０４４（３３３）６１７５ 

■  週時程日課表  ■ 

■  教職員の構成 ■ 

■ ＰＴＡ役 員 ■ 

■  児 童 数 ■ 

■  行事予定 ■ 

■ 学校運営協議会 ■ 

中　原　義　郎 教　頭 中　島　　　波

森　　　康　弘 支援教育Ｃо 五　座　めぐみ

松　橋　俊　彦 国際教室 吉　澤　照　正

１ 市　川　瑞　絵 国際教室 佐　藤　ロサナ

２ 髙　橋　稚　子 理科専科 阪　本　光　範

１ 竹　井　浩　美 支援教育Ｃо後補充 伹　野　　　睦

２ 大　野　宣　子 ＡＬＴ ジュリウス　リゴン

１ 高　山　紗　季 養護教諭 金　子　杏　奈

２ 前　田　　　明 栄養職員 久　保　瑠　美

３ 河　野　良　子 事務職員 鉄　野　尋　規

１ 大　西　里　奈 学校用務員 山　﨑　　　潤

２ 田　中　誠　也 学校用務員 栃　谷　　　舞

１ 奥　村　將太郎 給食調理員 鈴　木　多　恵

２ 八　木　　　遥 給食調理員 工　藤　智　美

３ 大　窪　竜　矢 給食調理員 新　井　郁　子

１ 長谷川　拓　弥 給食調理員 佐　藤　文　代

２ 平　星　允　彬 給食調理員 藤　田　裕　子

３ 村　山　真理子 学校司書 山　岸　　　泉

片　野　広　康 事務支援員 米　川　雅　子

上　田　由紀子 養護教諭サポーター 高　村　光　枝

藤　井　涼　雅 内　科 由　井　史　樹

今　田　佳　穂 耳鼻科 望　月　元　博

新　井　詩　織 歯　科 杉之内　俊　郎

毛　利　光　希 眼　科 小　口　和　久

西　川　慎太郎 薬剤師 木　村　直　樹

４
年

５
年

６
年

個
別
級

音楽専科

３
年

校　長

教務主任

初任者指導

１
年

２
年

委員長 三木 久夫 委員 長谷川 智一 

委員 石田 彰一 委員 齋川 治利 

委員 河岸 与志夫 委員 小宮 淳子 

委員 金田 美幸 委員 石原 純也 

委員 ＰＴＡ会長・役員 

学校 校長・教頭・教務・職員・児童委員 

 

会長 植野 宏美 会計 中島 ひとみ 

書記 鈴木 万尋 
会計 

監査 

鈴木 みず穂 

遠藤 恵美 

 

４月 入学式　前期始業式
６年全国学力・学習状況調査
４・５・６年川崎市学力状況調査

５月 スポーツフェスティバル
防災引き渡し訓練
学校運営会議①

６月 土曜授業参観
７月 夏季休業７／１４～８／２４
８月 夏季休業～８／２４
９月 ６年修学旅行　５年自然教室

個人面談
１０月 前期終業式１０／１０

後期始業式１０／１５
学校公開日１０／２５
開校記念日１０／２９

１１月 学校運営協議会②　就学時健診
１２月 個人面談

冬季休業１２／２５～
１月 冬季休業～１／７　書き初め展

新入学時保護者説明会
２月 卒業と進級を祝う会

学校運営協議会③
６年はばたきの会

３月 学校報告会　ＰＴＡ総会
懇談会　卒業式　修了式

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計
男 34 35 39 30 45 39 222
女 36 30 50 37 39 41 233
計 70 65 89 67 84 80 455



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇教職員相互の協力の中で研究研

修に努め、創意と活力にあふれた

特色ある学校づくり 

 

【基礎・基本の定着と 

確かな学力の育成】 

 

・指導の工夫と改善 

 

・校内研究の推進 

 

・個の取り組みの共有 

 

 

○ 地域・家庭と学校の連携を図り、地

域・家庭に広く開いた学校づくり 

 

 

【家庭・地域・外部人材の力を 

活かした教育活動】 

 

・外部の教育力を活かす取組 

 

・取組の精選 

 

・外部人材の発掘 

 

○一人ひとりの子どもの理解を基盤 

に子どもがもつ能力や個性を生か 

す生き生きとした学校づくり 

 

【人権尊重精神・自己肯定感の育成】 

・安心できる学級づくり 

・適切な指導と評価 

・細やかな観察と情報の共有 

【個への支援の充実と全校での 

支援体制の確立】 

・ＣＯを中心とした個への支援 

・学校全体の組織的な支援体制 

・指導体制の工夫による個の理解 

学校教育目標

 
○様々な場面で生かす事
ができる基礎的・基本
的な知識や概念及び技
能を学びます。 

思いやりのある子 たくましい子
 
○多様な価値を受容し、
他者を尊重しながら、
ともに生きていこうと
する態度を育てます。 

学校経営方針

よく学ぶ子

体験的な学びを大切にして 

   学校目標の具現化を図ります  

本校では、基礎基本の学習を大切にするとともに、少人数や

個別対応の学習を積極的に進めてまいります。また、伝え合う

力の育成につながる活動を学年に応じて工夫していきます。 

児童が安心できる雰囲気、学級に居場所がある事がまず必要

です。学びの中、友達との関わりの中で生まれる安心感を土台

にして、学校で学ぶ事の意義や友達と関わる事の大切さに気付

かせていきたいと思います。 

子どもたちの学習や学校生活の様子を全教員が把握するよう

にしています。ご家庭からの相談は、特定の教育相談日を設け

ず、随時ご連絡頂いています。ご相談内容によっては、担任だ

けでなく支援教育コーディネーターも加わり解決に向けて取り

組んでいきます。 

 

既習を生かして、学習に取り組もうとする子の育成 
～指導の工夫、改善を通して～ 

令和７年度 算数科の研究 

 今年度の校内研究は算数科に取り組みます。児童が自ら既習や経験を生かして予想を広げたり、求め方や考え

方を見付けたり、友達と考えを比べたりする事でさらに理解を深められるように指導していきます。 

地域、保護者の方々、外部機関と協力しながら各学年が学習

に取り組みます。 

地域のよさや地域愛を育む田島小学校ならではの活動を大切

にしていきます。 

学 び の 体 験 心 の 体 験 郷 土 の 体 験 

 

 未来社会の創り手を育むかわさきの新しい教育の実現に向けて、各教科等の学びが、他教科等や生活に

つながることで、課題の解決や一人ひとりの夢の実現に活かせるように。 

 
○自ら社会と関わりなが
ら課題を見付け、考え、
解決し、表現する力を
身に付けます。 


